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図 1 観測地点図  

陸奥湾の海洋環境とホタテガイの成長に関する研究 

 

東野敏及・田中淳也 * 1・吉田達・佐藤晋一 * 2・小倉大二郎・川村要 

 

目   的 

 ホタテガイの生産量は、餌料生物の現存量や水温などの海洋環境に左右されるため、年変動が非常に激

しい。このため、陸奥湾の海洋環境とホタテガイの成長との関係を解明し、ホタテガイの計画的な生産に

資する。 

 

材料と方法 

１ 陸奥湾の海洋環境及び餌料環境の把握 

(1) 海洋環境の把握 

陸奥湾湾口部沖側の定点（St.100）（図 1）において、平成 22 年 4 月～

平成 23 年 12 月まで月 1 回、メモリー式水温・塩分・深度計（鶴見精機社 

C/STD）により毎月海洋観測を行った。また、湾口部（脇野沢沿岸）（図 1）

において、平成 22 年 5 月 25 日～平成 23 年 12 月 31 日までメモリー式流向

流速計（JFE アドバンテック社 INFINITY-EM AEM-USB）による通年毎時観

測を行った。 

(2) 餌料環境の把握 

クロロフィル a については久栗坂実験漁場（図 1）において、平成 22 年

1 月～平成 23 年 12 月まで概ね月 2 回、バンドーン採水器を用いて水深 10m

から採水し、ガラス繊維ろ紙（ワットマン GF/C フィルター、孔径 1.2μm 及び GF/F フィルター、孔径

0.7μm）及び膜フィルター（ワットマン Nuclepore Track-Etched Membrane、孔径 10.0μm）を用いて

それぞれ試水 1ℓずつをろ過した後、フィルターの残存物をアセトンで抽出し、蛍光法 1)によりホタテガ

イ餌料の指標となるクロロフィル a を測定し、その分布状況を求めた。また、久栗坂実験漁場の北側境

界の施設にワイパー式クロロフィル濁度計（JFE アドバンテック社 Compact-CLW）を設置し、1 時間間隔

でクロロフィル a の濃度を観測した。 

また、栄養塩については St.100（図１）において、平成 22 年 4 月～平成 24 年 3 月まで月 1 回、ナン

ゼン採水器を用いて採水し栄養塩の分析を行った。なお、採水は、0,10,20,30,40,50,60,70,80,90m 及

び底上 2m から行った。 

 

２ ホタテガイの成長量の把握 

 親貝の成熟度調査期間外の平成 22 年 6 月～11 月及び平成 23 年 6 月～11 月にかけて、久栗坂実験漁場

のホタテガイ養殖施設に垂下した平成 21 年産及び平成 22 年産ホタテガイの生貝概ね 30 個体について、

殻長、全重量、軟体部重量を毎月 1 回測定し、ホタテガイの成長量を調べた。 
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結果と考察 

１ 陸奥湾の海洋環境及び餌料環境の把握 

(1) 海洋環境の把握 

1) 平成 22 年の海洋環境 

① 水温・塩分 

   St.100 での月別の水温および塩分鉛直分布図を図 2 に示す。4 月は水温が 6.49℃～8.66℃、塩分が

33.71～33.97 と較差が小さく、鉛直混合が見られるが、5 月からは雪解け水の流入によるものと思わ

れる水温及び塩分の低下が表層で見られた。短波放射（＝太陽放射）が強くなる 6 月からは 2)、10m 以

浅では表層がとくに温められ、塩分は低下した。これに対し、20m 以深には、津軽暖流水を起源とする

高塩分水が流れ込み、7 月には塩分が 32.96～34.14 と較差が最も大きくなった。しかし、8 月には、

表層から 50m 深まで塩分が低下し、表層から 50m 深までは高温で低塩分な水塊に覆われた。この要因

について、伊藤ら 3)は、逆エスチュアリー循環による湾外水の影響であることを推察している。この、

表層から 50m 深まで高温で低塩分である傾向は、10 月まで継続した。11 月になると表層の冷却により

鉛直混合が始まり、12 月には、鉛直的に均一な海況となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 平成 22 年 St.100 での月別水温および塩分鉛直分布  
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② 流れ 

   St.100 での日別平均の南北分速と東西分速を図 3 に示した。東西方向の流れについては、観測開始か

ら 12 月末までほとんど見られなかった。南北方向の流れについては、6 月～8 月にかけて北向きの流れ

が非常に多く、最大で 21.3cm/s となった。この現象は、同じ湾口部の対岸である平舘沖合にある平舘ブ

イの流向流速観測結果が南向きの流れが非常に多くなることと対照的なものであり 3)、お互いが補い合

う関係になっていると考えられた。 

   9 月以降は北向きの流れの頻度が減り、流速も 10cm/s 以下となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 平成 22 年湾口部 (脇野沢沿岸 )での日別南北分速及び東西分速  

 

2) 平成 23 年の海洋環境 

① 水温・塩分 

St.100 での月別の水温および塩分鉛直分布図を図 4 に示す。1 月～4 月は水温の鉛直較差が特に小さく、

0.6℃未満となっている。同様に、塩分については 1 月～3 月での鉛直較差が小さく(0.05 未満)、1 月～3

月は鉛直混合期にあった。4 月は水温の鉛直方向の均一さと比較して、表層の塩分が低下して鉛直方向に

勾配が生じ始め、この傾向は 5 月以降顕著になっていた。6 月からは水温も表層が高く下層が低くなって

勾配を生じ始め、7 月及び 8 月には水深 40m～70m で明確な水温および塩分躍層が形成された。9 月には、

上層から下層まで温度差および塩分差は大きいものの勾配は緩やかとなり、躍層の水深は不明瞭となる

かまたは沈降していた。10 月には、表層の水温が低下して鉛直混合が始まり、12 月には、鉛直的に均一

な海況となった。 
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図 4 平成 23 年 St.100 での月別水温および塩分鉛直分布  

 

 ② 流れ 

St.100 での日別平均の南北分速と東西分速を図 5 に示した。東西方向の流れについては、平成 22 年

と比較して東向きの流れの頻度がやや多く、流速も 9 月～12 月には 5cm/s 以上となることがあった。7

月以降北向きの流れが顕著となったが、6 月・7 月末や 10 月初めのように、強い南向きの流れが生じ

ることもあった。 

11 月中旬以降も北向きの流れの頻度が多かったが、流速は 9cm/s 未満であった。 
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図 5 平成 23 年湾口部 (脇野沢沿岸 )での日別南北分速及び東西分速 

 

(2) 餌料環境の把握 

1) 平成 22 年のクロロフィル a 量 

  久栗坂実験漁場での平成 22 年１

月～ 12 月までのサイズ別のクロロ

フィル a 量について、測定結果を表

1 に、クロロフィル a 量の推移を図 6

に示す。 

0.7μm以上のクロロフィル a 量は、

1 月～2 月中旬までは 0.25～0.68 ㎎

/m3 で推移していたが、3 月上旬には

3.87 ㎎/m3 と急激に増加していた。

その後、次第に減少し、4 月下旬～9

月下旬までは 0.15～0.28 ㎎/m3 と低

い水準で推移していたが、10 月中旬

以降、再び増加し、 11 月上旬には

0.58 ㎎/m3 とやや高い値を示した。

その後、再び減少し、12 月中旬には

0.27 ㎎/m3 と低い値を示した。     

また、1.2μｍ以上のクロロフィル a 量については、0.7μｍ以上のクロロフィル a 量とほぼ同様の値

を示していた。 

表1　久栗坂実験漁場におけるサイズ別のクロロフィルa量（平成22年）

単位：mg/m
3

採水年月日
＞0.7um

（GF/F）

＞1.2um

（GF/C）

＞10um

（Nucreopore filter）

H22.1.25 0.25 0.24 0.03

H22.2.8 0.33 0.27 0.04

H22.2.16 0.68 0.68 0.22

H22.3.2 3.87 3.44 1.38

H22.3.23 0.98 0.64 0.30

H22.4.5 0.56 0.55 0.07

H22.4.20 0.22 0.22 0.00

H22.5.10 0.18 0.20 0.00

H22.5.20 0.27 0.26 0.00

H22.6.3 0.15 0.13 0.01

H22.6.15 0.22 0.25 0.03

H22.7.8 0.23 0.24 0.02

H22.7.22 0.28 0.27 0.01

H22.9.24 0.22 0.24 0.02

H22.10.13 0.44 0.44 0.03

H22.11.8 0.58 0.68 0.05

H22.11.22 0.44 0.48 0.03

H22.12.13 0.27 0.26 0.05
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(2) 餌料環境の把握 

1) 平成 22 年のクロロフィル a 量 

  久栗坂実験漁場での平成 22 年１

月～ 12 月までのサイズ別のクロロ

フィル a 量について、測定結果を表

1 に、クロロフィル a 量の推移を図 6

に示す。 

0.7μm以上のクロロフィル a 量は、

1 月～2 月中旬までは 0.25～0.68 ㎎

/m3 で推移していたが、3 月上旬には

3.87 ㎎/m3 と急激に増加していた。

その後、次第に減少し、4 月下旬～9

月下旬までは 0.15～0.28 ㎎/m3 と低

い水準で推移していたが、10 月中旬

以降、再び増加し、 11 月上旬には

0.58 ㎎/m3 とやや高い値を示した。

その後、再び減少し、12 月中旬には

0.27 ㎎/m3 と低い値を示した。     

また、1.2μｍ以上のクロロフィル a 量については、0.7μｍ以上のクロロフィル a 量とほぼ同様の値

を示していた。 

表1　久栗坂実験漁場におけるサイズ別のクロロフィルa量（平成22年）

単位：mg/m
3

採水年月日
＞0.7um

（GF/F）

＞1.2um

（GF/C）

＞10um

（Nucreopore filter）

H22.1.25 0.25 0.24 0.03

H22.2.8 0.33 0.27 0.04

H22.2.16 0.68 0.68 0.22

H22.3.2 3.87 3.44 1.38

H22.3.23 0.98 0.64 0.30

H22.4.5 0.56 0.55 0.07

H22.4.20 0.22 0.22 0.00

H22.5.10 0.18 0.20 0.00

H22.5.20 0.27 0.26 0.00

H22.6.3 0.15 0.13 0.01

H22.6.15 0.22 0.25 0.03

H22.7.8 0.23 0.24 0.02

H22.7.22 0.28 0.27 0.01

H22.9.24 0.22 0.24 0.02

H22.10.13 0.44 0.44 0.03

H22.11.8 0.58 0.68 0.05

H22.11.22 0.44 0.48 0.03

H22.12.13 0.27 0.26 0.05

北  

南  

東  

西  

さらに、10μｍ以上の大型のクロロフィル a 量については、1 月～2 月上旬までは 0.03～0.04 ㎎/m3

で推移していたが、3 月上旬には 1.38 ㎎/m3 と急激に増加していた。その後、次第に減少し、4 月上旬以

降は 0.00～0.07 ㎎/m3 と低い水準で推移していた。 

これらの変化は、春と秋の植物プランクトンのブルーミングによるものと考えられた。 
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2) 平成 23 年のクロロフィル a 量 

  久栗坂実験漁場での平成 23 年 1 月

～ 12 月までのサイズ別のクロロフ

ィル a 量について、測定結果を表 2

に、クロロフィル a 量の推移を図 7

に示す。 

0.7μm以上のクロロフィル a 量に

ついては、1 月中旬は 0.88 ㎎/m3 で

あったが、その後、急激に増加し、2 月

上旬には 4.17 ㎎/m3 と高い値を示し

ていた。その後、次第に減少し、3 月

下旬～8 月上旬までは 0.15～0.59 ㎎/m3

と低い水準で推移していたが、9 月

下旬以降、再び増加し、10 月上旬に

は 1.03 ㎎/m3 とやや高い値を示した。

その後、再び減少し、12 月中旬には

0.47 ㎎/m3 と低い値を示した。     

また、1.2μｍ以上のクロロフィル

a 量については、前年同様、0.7μｍ

以上のクロロフィル a 量とほぼ同様

の値を示していた。これまでは、10μｍ未満の小型のクロロフィル a について、GF/C フィルターと GF/F

フィルターの 2 種類のフィルターを使用して、0.7μｍ以上と 1.2μｍ以上の量の違いを調べていたが、

本調査海域における 2 年間の調査により、両者の量が通年、ほぼ同様の値であることが明らかとなった

ため、平成 24 年以降の調査では、10μｍ未満の小型植物プランクトンのクロロフィル a については、ク

ロロフィル a の分析で最も一般的に使用されている GF/F フィルターのみを使用して 0.7μｍ以上の量を

表2　久栗坂実験漁場におけるサイズ別のクロロフィルa量（平成23年）

単位：mg/m
3

採水年月日
＞0.7um

（GF/F）

＞1.2um

（GF/C）

＞10um

（Nucreopore filter）

H23.1.12 0.88 0.92 0.21

H23.1.26 1.25 1.47 0.52

H23.2.3 4.17 4.26 0.85

H23.2.23 0.54 0.57 0.12

H23.3.1 0.52 0.53 0.13

H23.3.24 0.24 0.28 0.02

H23.4.7 0.26 0.30 0.05

H23.4.21 0.59 0.52 0.22

H23.5.12 0.17 0.18 0.02

H23.5.19 0.21 0.16 0.03

H23.6.3 0.39 0.35 0.03

H23.6.13 0.32 0.31 0.01

H23.7.7 0.23 0.29 0.02

H23.7.22 0.17 0.18 0.00

H23.8.9 0.15 0.15 0.01

H23.8.24 0.57 0.49 0.14

H23.9.13 0.42 0.66 0.42

H23.9.20 0.83 0.02 0.79

H23.10.5 1.03 1.01 0.20

H23.10.24 0.38 0.53 0.04

H23.11.28 0.82 0.61 0.10

H23.12.9 0.34 0.27 0.03

H23.12.21 0.47 0.44 0.08

H22 H23 
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把握することが効率的であると考えられた。 

さらに、10μｍ以上の大型植物プランクトンのクロロフィル a 量については、1 月中旬は 0.21 ㎎/m3

と比較的低い値であったが、2 月上旬には 0.85 ㎎/m3 と急激に増加していた。その後、減少し、2 月下旬

以降は 0.00～0.22 ㎎/m3 と低い水準で推移していたが、8 月下旬以降、再び増加した。9 月下旬には 0.79

㎎/m3 と高い値を示していたが、その後、再び減少した。 

これらの変化は、前年と同様、春と秋の植物プランクトンのブルーミングによるものと考えられた。

また、ブルーミングの時期については、前年に比べ約 1 ヶ月程度早かったものと考えられた。 
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 3) アセトン抽出法による分析値とメモリー式クロロフィル計の観測値との関係 

平成 22 年 9 月～平成 23 年 12 月における GF/F フィルターを使用したアセトン抽出法でのクロロフ

ィル a の分析値とメモリー式クロロフィル計の観測値について、同時刻における各々の値を表 3 に、

各々の値の推移及び相関関係を図 8～9 に示した。なお、平成 22 年 9 月以前については、付着物の影

響によりメモリー式クロロフィル計の観測値に異常値が見られたため、9 月以降の観測値を用いて比

較を行った。また、アセトン抽出法による分析値については、前述のとおり GF/C フィルターと GF/F

フィルターの分析値が近似していることから、GF/F フィルターにおける分析値を用いて比較を行った。 

採水年月日 採水時刻

アセトン抽出法に

よるクロロフィルa

の分析値

（mg/m
3
）

採水した時のメモ

リー式クロロフィ

ル計の観測値

（mg/m
3
）

採水年月日 採水時刻

アセトン抽出法に

よるクロロフィルa

の分析値

（mg/m
3
）

採水した時のメモ

リー式クロロフィ

ル計の観測値

（mg/m
3
）

H22.9.24 10:05 0.22 0.47 H23.5.19 9:30 0.21 0.46

H22.10.13 11:05 0.44 0.80 H23.6.3 7:40 0.39 0.79

H22.11.8 10:30 0.58 0.92 H23.6.13 9:40 0.32 0.42

H22.11.22 10:10 0.44 0.98 H23.7.7 12:30 0.23 0.60

H22.12.13 11:15 0.27 0.66 H23.7.22 9:30 0.17 0.89

H22.12.27 13:20 0.36 0.62 H23.8.9 10:00 0.15 1.18

H23.1.12 8:05 0.88 1.02 H23.8.24 9:50 0.57 0.61

H23.1.26 10:20 1.25 0.90 H23.9.13 15:35 0.42 0.68

H23.2.3 9:40 4.17 1.69 H23.9.20 15:20 0.83 0.61

H23.2.23 10:25 0.54 0.66 H23.10.5 13:30 1.03 0.91

H23.3.1 9:45 0.52 1.09 H23.10.24 9:30 0.38 0.96

H23.3.24 9:50 0.24 0.35 H23.11.28 14:00 0.82 1.63

H23.4.7 10:30 0.26 0.33 H23.12.9 9:45 0.34 0.76

H23.4.21 13:30 0.59 0.66 H23.12.21 14:10 0.47 1.20

H23.5.12 10:10 0.17 0.28

表3　久栗坂実験漁場の水深10mでのアセトン抽出法によるクロロフィルaの分析値及びメモリー式クロロフィル計の観測値

H23 H24 
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㎎/m3 と高い値を示していたが、その後、再び減少した。 
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H23.1.12 8:05 0.88 1.02 H23.8.24 9:50 0.57 0.61

H23.1.26 10:20 1.25 0.90 H23.9.13 15:35 0.42 0.68

H23.2.3 9:40 4.17 1.69 H23.9.20 15:20 0.83 0.61

H23.2.23 10:25 0.54 0.66 H23.10.5 13:30 1.03 0.91

H23.3.1 9:45 0.52 1.09 H23.10.24 9:30 0.38 0.96

H23.3.24 9:50 0.24 0.35 H23.11.28 14:00 0.82 1.63

H23.4.7 10:30 0.26 0.33 H23.12.9 9:45 0.34 0.76

H23.4.21 13:30 0.59 0.66 H23.12.21 14:10 0.47 1.20
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表3　久栗坂実験漁場の水深10mでのアセトン抽出法によるクロロフィルaの分析値及びメモリー式クロロフィル計の観測値

H23 H24 

メモリー式クロロフィル計の観測値は、平成 23 年 1 月～2 月に 0.95～1.69 ㎎/m3、平成 22 年 10 月～

11 月及び平成 23 年 9 月～10 月にそれぞれ 0.80～0.98 ㎎/m3、0.61～0.96 ㎎/m3 と比較的高い値で推移

しており、植物プランクトンの春と秋のブルーミングを上手く捉えていた。 

また、メモリー式クロロフィル計の観測値は、0.28～1.69 ㎎/m3 の範囲で推移しており、アセトン抽

出法による分析値よりもやや高い値を示すものの、有意水準 1%以下で有意な関係が見られることから、

今後の解析にはクロロフィル計の値を使用できるものと考えられた。 
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図 8 アセトン抽出法による分析値とメモリー式クロロフィル計の観測値の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 アセトン抽出法によるクロロフィル a の分析値とメモリー式クロロフィル計による観測値との関係  

 

4) 栄養塩 

① 平成 22 年の鉛直分布 

  St.100 での月別の栄養塩の鉛直分布図を図 10（TN：全窒素、PO4-P：リン酸態リン、SiO4-Si：ケイ酸

態ケイ素）に示した。鉛直混合が見られる 4 月には各栄養塩ともに鉛直的な較差はまだ見られないが、

表 1 及び図 6 のとおり、春季ブルームが収束した 5 月以降は、表層で特に栄養塩濃度が低くなる様子が

うかがえる。濃度が表層で低く、底層で高い状態は、10 月頃まで継続するが、図 2 のとおり鉛直混合が

始まる 11 月からは、栄養塩も混合され、12 月には鉛直的にほぼ均一な濃度となった。 

② 平成 23 年の鉛直分布 

St.100 での月別の栄養塩の鉛直分布図を図 11 に示した。鉛直混合期である 1 月～2 月には、各栄養塩

ともに鉛直的に均一になっていた。しかし、表 2 及び図 7 のとおり、2 月の春季ブルームにより、10m

H22 H23 

y = 1.339x - 0.4386

ｒ = 0.6706
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層～30m 層の栄養塩が消費されるため、4 月からは濃度勾配が生じる。表層で栄養塩濃度が低くなる様子

は、平成 22 年と同様に 10 月まで継続する。その後も平成 22 年と同様であり、12 月には鉛直混合され、

鉛直的にほぼ均一な濃度となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 平成 22 年 St.100 での栄養塩鉛直分布  
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層～30m 層の栄養塩が消費されるため、4 月からは濃度勾配が生じる。表層で栄養塩濃度が低くなる様子
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図 10 平成 22 年 St.100 での栄養塩鉛直分布  

 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5

水
深

(m
)

TN(μmol/L) 4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6

水
深

(m
)

PO4-P(μmol/L) 4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

0 2 4 6 8 10 12

水
深

(m
)

SiO4-Si(μmol/L) 4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 平成 23 年 St.100 での栄養塩鉛直分布  
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③ St.100 における栄養塩の経時変化 

   St.100 の 20m 層における各栄養塩濃度の経時変化を図 12 に示した。 

   植物プランクトンや動物プランクトンの有機物では栄養塩の元素比にほぼ一定の関係があり、この比

はレッドフィールド比と呼ばれる 4)。ケイ素を加えたレッドフィールド比は C:N:P:Si＝106:16:1:16 で

あり、N/P 比は 1 となるのが一般的である 5)。しかし、図 12 から、ケイ素は窒素よりも 1～2μmol/L 濃

度が高く、レッドフィールド比が当てはまらないことが分かった。また、平成 23 年 1 月には、ケイ素が

ほぼ極大となったが、表 2 及び図 7 のとおり陸奥湾のプランクトンブルームは発生しておらず、窒素が

極大となる 2 月に発生した。このことは、陸奥湾のプランクトンブルームは窒素による制限を受けてい

ることを示唆するものと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12  St.100 の 20m 層での栄養塩の経時変化  

 

2 餌料環境とホタテガイの成長について 

(1) 平成 21 年産貝 

久栗坂実験漁場で垂下養殖した平成 21 年産ホタテガイの測定結果について表 4 に、殻長、全重量、軟

体部重量、軟体部指数の平均値の推移を図 13～16 に示した。 

異常貝率は平成 22 年 9 月 24 日及び 10 月 8 日に 22.2％とやや高い値を示したが、その他の期間に関

しては 0～10.0％と比較的低い値であった。 

殻長、全重量、軟体部重量は平成 21 年 12 月 2 日にそれぞれ 54.3 ㎜、14.8g、5.6g であったが、その

後、次第に増加し、平成 22 年 8 月 9 日には 96.9 ㎜、98.2g、40.2g にまで成長した。9 月に成長が一時

的に止まった後、再び増加し、平成 23 年 3 月 24 日には 120.7mm、181.8g、92.5g にまで成長した。そ

の後、全重量及び軟体部重量は、4 月 4 日に 147.2g、68.4g と急激に減少した。 

また、軟体部指数は平成 21 年 12 月 2 日には 38.0％であったが、次第に増加し、平成 22 年 7 月 8 日

には 45.6％にまで増加した。8 月～9 月にかけて急激に減少した後、再び増加し、平成 23 年 3 月 24 日

には 50.9％にまで増加したが、4 月 4 日には 46.5％と減少した。 

平成 22 年秋季の高い異常貝率と軟体部重量及び軟体部指数の急激な減少は、平成 22 年夏季の異常高

水温による影響 6）が原因であると考えられた。また、冬季から春先にかけての全重量、軟体部重量、軟

体部指数の増減は冬期間に成熟が進み、生殖腺の重量が次第に増え、産卵期に生殖腺重量が次第に減少

したことが原因であると考えられた。 
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表4　平成21年産ホタテガイ測定結果（親貝調査分を含む）

測定年月日 測定枚数 異常貝率 軟体部指数

（枚） （%） （%）

H21.12.2
＊

30 0.0 54.3 ± 3.8 14.8 ± 2.9 5.6 ± 1.2 38.0

H21.12.25
＊

30 0.0 61.6 ± 4.0 21.2 ± 3.7 7.6 ± 1.5 35.8

H22.1.6
＊

30 0.0 62.6 ± 4.0 22.1 ± 4.8 7.8 ± 1.7 35.1

H22.1.25
＊

30 0.0 70.8 ± 3.6 30.6 ± 4.5 10.6 ± 2.0 34.6

H22.2.8
＊

30 0.0 71.3 ± 3.0 33.0 ± 4.1 11.8 ± 1.7 35.8

H22.2.18
＊

30 0.0 72.4 ± 4.0 36.4 ± 5.4 15.1 ± 2.7 41.6

H22.3.2
＊

30 3.3 76.6 ± 4.2 42.3 ± 5.7 18.4 ± 2.5 43.5

H22.3.23
＊

30 0.0 79.4 ± 2.6 48.9 ± 5.3 21.5 ± 2.7 43.9

H22.4.5
＊

30 0.0 79.0 ± 3.8 49.3 ± 7.0 22.6 ± 3.6 45.8

H22.4.20
＊

30 0.0 83.8 ± 4.6 58.6 ± 7.7 26.0 ± 3.8 44.4

H22.5.6
＊

30 3.3 88.6 ± 5.2 68.4 ± 8.4 30.1 ± 4.2 44.0

H22.6.2 30 3.3 89.2 ± 5.2 72.7 ± 9.9 33.1 ± 4.8 45.5

H22.7.8 30 3.3 93.2 ± 4.9 84.6 ± 11.5 38.6 ± 5.8 45.6

H22.8.9 30 6.7 96.9 ± 5.7 98.2 ± 16.2 40.2 ± 6.9 40.9

H22.9.1 30 6.7 95.3 ± 3.4 92.8 ± 9.3 36.7 ± 7.8 39.5

H22.9.24 30 22.2 95.4 ± 5.9 96.3 ± 38.6 27.7 ± 7.3 28.8

H22.10.8 30 22.2 100.9 ± 5.7 102.6 ± 14.6 37.1 ± 6.1 36.1

H22.12.2
＊

30 6.7 99.2 ± 4.4 107.4 ± 12.7 42.4 ± 12.3 39.5

H22.12.21
＊

32 6.7 101.1 ± 6.3 114.4 ± 20.5 46.6 ± 10.5 40.8

H23.1.12
＊

30 6.7 108.0 ± 5.0 131.8 ± 14.1 55.8 ± 6.3 42.3

H23.1.25
＊

30 3.3 110.8 ± 5.6 148.6 ± 17.7 63.3 ± 9.9 42.6

H23.2.4
＊

30 6.7 108.0 ± 5.9 145.7 ± 18.5 67.5 ± 11.8 46.4

H23.2.21
＊

30 0.0 109.9 ± 5.5 167.9 ± 29.6 74.8 ± 9.0 44.6

H23.2.28
＊

30 0.0 115.5 ± 4.9 166.9 ± 21.8 79.5 ± 10.4 47.7

H23.3.24
＊

30 10.0 120.7 ± 6.3 181.8 ± 22.9 92.5 ± 18.8 50.9

H23.4.4
＊

30 3.3 116.4 ± 7.0 147.2 ± 20.2 68.4 ± 11.1 46.5

H23.4.18
＊

30 6.7 116.0 ± 6.9 147.1 ± 23.5 63.5 ± 10.9 43.2

H23.5.6
＊

30 10.0 117.2 ± 3.5 169.1 ± 14.3 77.0 ± 6.5 45.5

※注　測定年月日右上に＊がある日は親貝調査

殻長(mm） 全重量（g） 軟体部重量（g）

平均値±SD 平均値±SD 平均値±SD

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 平成 21 年産貝の殻長の推移  図 14 平成 21 年産貝の全重量の推移  
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図 15 平成 21 年産貝の軟体部重量の推移  図 16 平成 21 年産貝の軟体部指数の推移  

 

(2) 平成 22 年産貝 

久栗坂実験漁場で垂下養殖した平成 22 年産ホタテガイの測定結果について表 5 に、殻長、全重量、軟

体部重量、軟体部指数の平均値の推移を図 17～20 に示した。 

異常貝率は平成 22 年 10 月 8 日及び 11 月 8 日に 22.2％とやや高い値を示したが、その他の期間に関

しては 0～13.3％と比較的低い値であった。 

殻長は平成 22 年 10 月 8 日には 19.9 ㎜、全重量及び軟体部重量は、平成 22 年 12 月 2 日にはそれぞれ

6.4g、2.2g であったが、次第に増加し、平成 23 年 8 月 29 日には 90.8 ㎜、72.9g、28.0g にまで成長し

た。その後、10 月まで成長が一時的に止まった後、再び増加し、平成 24 年 2 月 23 日には 111.9mm、152.2g、

75.0ｇにまで成長したが、全重量及び軟体部重量は、3 月 8 日に 142.5g、67.6g と急激に減少した。 

また、軟体部指数は平成 23 年 2 月 28 日～7 月 27 日は 41.9～40.9％の範囲で推移し、8～10 月に低下

した後、11 月以降、次第に増加し、平成 24 年 2 月 23 日には 49.3％にまで増加したが、4 月 6 日には

44.7％と減少した。 

平成 23 年 8～10 月にかけての成長の停滞については、平成 23 年夏季の高水温による影響 6）が原因で

あると考えられた。また、冬季から春先にかけての全重量、軟体部重量、軟体部指数の増減についても、

平成 21 年産貝同様、産卵による影響であると考えられた。 
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図 15 平成 21 年産貝の軟体部重量の推移  図 16 平成 21 年産貝の軟体部指数の推移  
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表5　平成22年産ホタテガイ測定結果（親貝調査分を含む）

測定年月日 測定枚数 異常貝率 軟体部指数

（枚） （%） （%）

H22.10.8 30 25.8 19.9 ± 2.5

H22.11.8 30 26.4 28.1 ± 2.9

H22.12.2
＊

30 0.0 40.6 ± 2.6 6.4 ± 1.1 2.2 ± 0.4 33.7

H22.12.21
＊

30 0.0 47.7 ± 3.4 9.8 ± 1.9 3.3 ± 0.7 34.0

H23.1.12
＊

30 0.0 55.0 ± 4.0 14.8 ± 2.7 4.8 ± 0.9 32.1

H23.1.25
＊

30 0.0 56.9 ± 4.0 16.9 ± 3.0 6.4 ± 1.1 37.8

H23.2.4
＊

30 0.0 59.0 ± 3.4 21.5 ± 3.1 8.1 ± 1.2 38.0

H23.2.21
＊

30 0.0 63.9 ± 4.4 24.8 ± 4.5 10.5 ± 2.3 42.6

H23.2.28
＊

30 3.3 65.7 ± 3.6 27.8 ± 4.2 11.6 ± 1.9 41.7

H23.3.24
＊

30 0.0 70.2 ± 2.9 31.8 ± 3.6 13.3 ± 1.6 41.8

H23.4.4
＊

30 0 74.6 ± 3.1 32.7 ± 4.0 13.7 ± 2.0 41.9

H23.4.18
＊

30 3.3 74.8 ± 3.7 33.6 ± 4.3 13.9 ± 1.9 41.3

H23.5.10
＊

30 0 77.6 ± 3.1 36.8 ± 4.1 15.1 ± 2.1 41.1

H23.6.16 30 0 81.4 ± 4.5 56.2 ± 7.4 23.0 ± 3.4 41.0

H23.7.27 30 3.3 84.5 ± 4.6 61.9 ± 8.9 25.3 ± 4.1 40.9

H23.8.29 30 3.3 90.8 ± 4.4 72.9 ± 9.8 28.0 ± 4.3 38.4

H23.9.28 30 0 90.6 ± 4.2 72.4 ± 8.3 26.8 ± 6.2 37.0

H23.10.24 30 3.3 90.3 ± 4.4 83.9 ± 9.8 32.2 ± 5.6 38.4

H23.11.28 32 3.1 95.9 ± 4.2 95.3 ± 11.4 36.0 ± 4.7 37.7

H23.12.9
＊

30 3.3 94.3 ± 4.1 93.7 ± 11.2 38.0 ± 5.2 40.5

H23.12.21
＊

30 6.7 97.0 ± 4.8 96.7 ± 12.1 42.5 ± 5.9 43.9

H24.1.17
＊

30 6.7 104.1 ± 5.1 117.3 ± 16.7 51.9 ± 6.8 44.3

H24.2.6
＊

30 0 108.9 ± 4.8 143.1 ± 16.3 68.3 ± 9.1 47.8

H24.2.23
＊

30 0 111.9 ± 5.6 152.2 ± 17.0 75.0 ± 9.7 49.3

H24.3.8
＊

30 3.3 113.8 ± 5.8 142.5 ± 16.9 67.6 ± 10.3 47.5

H24.4.6
＊

30 13.3 113.7 ± 6.9 157.8 ± 24.0 70.5 ± 14.5 44.7

H24.4.16
＊

30 13.3 112.2 ± 5.6 148.9 ± 21.7 67.4 ± 10.5 45.3

H24.4.23
＊

30 0.0 115.1 ± 5.2 152.6 ± 13.3 69.3 ± 7.9 45.4

H24.5.7
＊

30 6.7 116.2 ± 5.4 155.7 ± 18.8 67.9 ± 7.5 43.6

※注　測定年月日右上に＊がある日は親貝調査

殻長(mm）

平均値±SD

全重量（g）

平均値±SD

軟体部重量（g）
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図 17 平成 22 年産貝の殻長の推移  図 18 平成 22 年産貝の全重量の推移  
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図 19 平成 22 年産貝の軟体部重量の推移  図 20 平成 22 年産貝の軟体部指数の推移  

  

（３）今後の課題 

今回の調査では、佐藤ら 7）、永峰ら 8）と同様に、同じ久栗坂実験漁場で餌料環境とホタテガイの成長

に関するデータを得ることができたが、餌料環境とホタテガイの成長についての関連性を述べるにはま

だまだデータが不足している。今後、同様の調査を複数年継続して実施することによりデータを蓄積し、

それらのデータに青森ブイの水温のデータを加えた上で餌料環境、水温及びホタテガイの成長の相互の
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